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ICANN改革の流れ（1）

ICANN事務総長Stuart LynnがICANN改革案を発表
2002年
　2/24

「ICANNの発展と改革に関する委員会」を設置

　理事会が「青写真」を採択　（※追加事項あり）
　　　委員会に対し改革実施計画書の提出を指示

パブリックコメントを募集

「ICANNの発展と改革のための勧告」を発表

「改革に向けての青写真」を発表

　3/14
アクラ会議

3/27

5/31

6/20

　 6/28
ブカレスト会議

3/ 7 　ICANNスタッフがICANNの使命に関するドラフト文書を発表

3つの研究報告書を発表



ICANN改革の流れ（2）

　理事会が計画書の採択を決議（予定）

第1次中間報告書を発表8/1

9/1

10/1

10/27-31
上海会議

3つの支援グループを設置

第2次中間報告書を発表(予定）

最終改革実施計画書を発表（予定）

アカウンタビリティ
（説明責任）

ドメイン名に関する
ポリシー策定
プロセス

At Large 諮問委員会
の設置

改
革
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
策
定
プ
ロ
セ
ス

移
行
プ
ロ
セ
ス



「青写真」：Lynn提案からの変更点

1. 理事会の構成

2. ポリシー策定の組織構造

3. 指名委員会の構成

4. 資金確保の構造



CEOアドレス
＋
プロトコル

gTLDccTLD TAC 指名委員会が選出 各国政府が選出

職権上の理事　5名 At Large 理事　10名

CEO アドレス gTLD ccTLD

支持組織選出理事　6名

TAC RSSAC SAC GAC IETF/
IAB

指名委員会選出 理事　8名

投票権なしリエゾン　5名

Lynn提案

青 写 真

<変更1> 理事会の構成



3つのポリシー評議会（PC）

<変更2> ポリシー策定の組織構造

GNPC(gTLD)
運営委員会

ccNPC(ccTLD)
運営委員会

ANPC(ASO+PSO)
運営委員会

3つの支持組織（SO）

GNSO(gTLD)
評議会

※単独の法人組織やccTLD
管理者の事業者団体とする
ことは不可

CNSO(ccTLD)
評議会

＝全体の約2/3
＝数は未定

＝1名

ASO
評議会

現行のまま。ただし
　　　1名を追加

＝内部メンバー

＝指名委員会が
　　指名し、
　　理事会が承認

＝内部メンバー

＝指名委員会が
　　指名

＝GACが指名
　 する投票権
　 のないリエゾン

Lynn提案

青 写 真



（CEOが任命
投票権なし）

現職理事

TAC GACIETF/
IAB

<変更3> 指名委員会の構成

チェア

理事会が選任

チェア

大規模
ビジネス
ユーザー

gTLD
レジストリ

ISPgTLD
レジストラ

ccTLD
レジストリ

アドレス
レジストリ

消費者/
市民
グループ

知的財産権
関係組織

学術/
公益
団体

小規模
ビジネス
ユーザー

個人ドメイン
名所有者 外部公益代表者

投票権なし
リエゾン　2名

RSSAC SAC

（理事会
が指名）

Lynn提案

青 写 真



<変更4> 資金確保の構造

ICANNと契約
締結済の

レジストリ・レジストラ
各 国 政 府

ポリシー評議会に
参加する
その他の組織

核となる資金の回収先：

ICANNと契約
締結済の

レジストリ・レジストラ

改革後のICANNに必要な資金をドメイン名数に比例して
支払う（概算では、1ドメイン名あたり約25セント）

Lynn提案

青 写 真



「青写真」：Lynn提案からの踏襲

1. プロセスの改善

■実効的なポリシー策定プロセス
• 手続、スケジュール等の明確化

• 適切なスタッフによるサポート

■理事会の権限強化
• コンセンサスが存在しない場合でも、

　　最善の判断に基づき措置を取る

2. 説明責任のメカニズムの確立
• オンブズマン
• 一般参加についての管理者 の設置 など


